
二
〇
一
二
年 

第
二
問 

知
識
テ
ス
ト 

問
一
、
説
話
に
ジ
ャ
ン
ル
さ
れ
る
古
典
作
品
を
３
つ
挙
げ
よ 

日
本
霊
異
記
、
今
昔
物
語
集
、
発
心
集
、
十
訓
抄
、
沙
石
集
、
打
聞
集
、
三
宝
絵
な
ど 

 

問
二
、
仏
教
説
話
に
つ
い
て
説
明
せ
よ 

伝
説
や
実
話
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
素
材
に
し
て
、
神
仏
へ
の
信
仰
を
一
般
庶
民
に
説
く
た
め
の
も
の
。 

 

問
三
、
和
歌
の
修
辞
法
を
知
る
限
り
箇
条
書
き
に
列
挙
せ
よ 

枕
詞
、
掛
詞
、
縁
語
、
本
歌
取
り
、
序
言
葉
、
体
言
止
め
、
見
立
て
（
比
喩
）
、
折
句
、
句
切
れ
、
対
句
、 

 

問
四
、
吉
野
山
は
、
現
在
の
ど
の
都
道
府
県
に
あ
る
か
？
（
日
本
史
選
択
は
、
旧
国
名
も
） 

奈
良
県
（
大
和
国
） 

 

問
五
、
古
文
で
「
山
」
と
言
っ
た
ら
、
普
通
、
ど
こ
の
山
を
い
う
か
。 

比
叡
山
。
ち
な
み
に
、
川
は
「
賀
茂
川
」、
寺
は
「
園
城
寺
（
三
井
寺
）」
祭
は
「
葵
祭
」
を
意
味
す
る
。 

 

問
六
、
能
は
何
時
代
に
成
立
し
た
か
？ 

室
町
時
代
。
足
利
義
満
が
保
護
し
た
観
阿
弥
・
世
阿
弥
親
子
に
よ
っ
て
大
成
し
た
。 

 

問
七
、「
や
ま
の
は
」
と
「
や
ま
ぎ
は
」
と
「
や
ま
の
い
た
だ
き
」
を
イ
ラ
ス
ト
で
示
せ 

（
イ
ラ
ス
ト
略
） 

や
ま
の
は
＝
山 

や
ま
ぎ
は
＝
空 

や
ま
の
い
た
だ
き
＝
山
頂 

 

問
八
、『
般
若
心
経
』
を
唱
え
る
宗
派
と
、
唱
え
な
い
宗
派
の
代
表
例
を
挙
げ
よ 

浄
土
真
宗
と
日
蓮
宗
の
み
、
般
若
心
経
を
唱
え
な
い
。
そ
れ
以
外
は
唱
え
る
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。 

 

問
九
、「
後
朝
の
別
れ
」
の
読
み
を
平
仮
名
で
示
し
、
意
味
を
答
え
よ 

 

き
ぬ
ぎ
ぬ
の
わ
か
れ
。
深
夜
に
男
女
が
衣
を
重
ね
て
逢
瀬
を
行
っ
た
後
、
早
朝
に
別
れ
る
こ
と 

 

問
十
、
次
の
単
語
（
慣
用
句
）
を
現
代
語
訳
せ
よ 

・
こ
と
の
わ
づ
ら
ひ 

面
倒 

・
こ
と
の
ほ
か
な
り 

思
い
の
ほ
か
だ
。
意
外
だ
。 

・
こ
と
の
た
よ
り 

 

な
に
か
を
す
る
つ
い
で 

・
匹
夫 

 
 

普
通
の
人 

・
え
せ
ぬ
こ
と 

 

で
き
な
い
こ
と 

・
か
た
じ
け
な
し 

 

恐
れ
多
い
。
も
っ
た
い
な
い
。 

・
の
た
ま
ふ 

 

お
っ
し
ゃ
る 

・
か
ま
へ
て
～
べ
し 

ぜ
ひ
と
も
～
し
よ
う
（
し
て
く
だ
さ
い
、
し
な
さ
い
） 

・
か
た
ち 

 

容
姿 

・
ち
ぎ
り
（
三
種
類
答
え
よ
）（
一
般
的
）
約
束
、（
男
女
）
一
生
連
れ
添
う
約
束
、（
仏
教
）
前
世
か
ら
の
因
縁 


